
○南伊豆町不法投棄等防止条例施行規則 

令和２年３月１６日規則第９号 

南伊豆町不法投棄等防止条例施行規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は、南伊豆町不法投棄等防止条例（令和２年条例第８号。以下「条例」

という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規則において使用する用語の意義は、条例において使用する用語の例による。 

（不法投棄監視員） 

第３条 条例第９条の規定による不法投棄監視員は、別表第１の左欄に掲げる地域に応じ、

同表の右欄に掲げる地区に各１人を配置する。 

２ 町長は、次の各号のいずれにも該当する者のうちから行政協力員の推薦又は自らを推

薦した者を不法投棄監視員に委嘱する。 

(1) 前項の規定により配置する地区に住所を有する者。ただし、町長がやむを得ない

事情があると認める場合は、この限りではない。 

(2) 廃棄物の適正処理に熱意と見識を有し、不法投棄の防止等のための幅広い活動が

できる者 

３ 不法投棄監視員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の不法投棄監視員

の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 町長は、不法投棄監視員を委嘱したときは、不法投棄監視員証（様式第１号）を交付

する。 

５ 不法投棄監視員は、次に掲げる活動を行う。 

(1) 廃棄物不法投棄の監視パトロールの実施 

(2) 条例第１４条に規定する廃棄物及び公共の場所に投棄された廃棄物の撤去 

(3) 町民等に対する廃棄物の適正排出の啓発 

(4) 不法投棄その他廃棄物の不適正処理の事例の町への通報 

(5) 不法投棄の防止等のために町が行う施策への協力 

６ 不法投棄監視員は、毎月の活動状況を活動記録簿（様式第２号）に記録し、７月、１

０月、１月及び４月の各１０日までに当該属する月の前３月分をまとめて町長に報告し



なければならない。ただし、緊急を要する場合は、その都度報告するものとする。 

７ 町長は、不法投棄監視員の活動に関する報告会を年１回開催するものとする。 

（立入調査を行う職員） 

第４条 条例第１０条第１項に規定する立入調査をさせる職員は、別表第２のとおりとす

る。 

（身分証明書） 

第５条 条例第１０条第３項に規定する身分を示す証明書は、立入調査員証（様式第３

号）とする。ただし、条例第９条に規定する不法投棄監視員にあっては、第３条第４項

の不法投棄監視員証とする。 

（指導又は勧告） 

第６条 条例第１１条の規定による指導は、口頭により行うものとする。 

２ 条例第１１条の規定による勧告は、勧告書（様式第４号）により行うものとする。た

だし、緊急を要する場合は、口頭で勧告することができる。 

（措置命令） 

第７条 条例第１２条の規定による命令は、命令書（様式第５号）により行うものとする。 

（公表） 

第８条 条例第１３条に規定する公表は、南伊豆町公告式条例（昭和３９年条例第４０

号）で定める掲示場への掲示その他町長が適当と認める方法により行うものとする。 

２ 条例第１３条第２項に規定する弁明の機会の付与は、弁明通知書（様式第６号）によ

り通知するものとする。 

３ 前項の弁明の機会の付与は、南伊豆町行政手続条例（平成１０年条例第８号）の例に

よる。 

（委任） 

第９条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

この規則は、南伊豆町不法投棄等防止条例（令和２年条例第８号）の施行の日から施行

する。 

別表第１（第３条関係） 

地域 左欄の地域に属する地区 



南崎 石廊崎 

大瀬 

下流 

竹麻 手石 

湊 

青市 

南中 一條・上賀茂 

下賀茂・石井 

二條・加納 

南上 岩殿・毛倉野・上小野・下小野 

青野・市之瀬・川合野 

蛇石・平戸 

三坂 吉祥・差田 

入間 

中木 

三浜 伊浜・天神原・一町田 

西子浦・東子浦・落居 

妻良・吉田・立岩 



別表第２（第４条関係） 

課名 立入調査を行う職員 

生活環境課 

課長及び所属長の指名する職員 

総務課 

地域整備課 

商工観光課 



様式第１号（第３条関係） 

 



様式第２号（第３条関係） 

 



様式第３号（第５条関係） 

 



様式第４号（第６条関係） 

 



様式第５号（第７条関係） 

 



様式第６号（第８条関係） 

 


